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シ
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る。

C
本
(
のo-
ED
5ω一
γ
宮口
30)
に
つ
い
て
み
る
と、
語
尾
が
り
型
と
な
る

も
の
と
イ
型
に
な
る
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る。

的

リ
型

O
〉
コ
印'
Z

ぬ
0
2・
r
c・
ロ

コ
O

含
伺
O
ND
i'
ヨ
白
品、
}内
白
叫
(円
ω)

司

、

血曹

は

む

u、

“\

、

t

k

J、

唱

4

抑

止苛

。ω
守口D
E
E
C・rca
三
主
3
56コ
ロ
ぬ0・ロ
}d0・LD
四o

g ，叶ケ
ヨ
円ペ
宮叫

d、

、

、4

H

、

斗

、

い

令

、
，

也γ

υ、

品、

ux

M
品

可

比

pd、

6

4

シ

叫
司

(
ω
寸
寸)

O
〉・
2・
E
コ
守
口一

君
。
コ
守田
守
ユ・
ヨ
出
品
プ、，
oa
o
r
p

(
芯)

u、
ゆl
w
守
口
同喝
也γ
キ
-
4
v、
、4AY
ι3

。
玄
o'
o一AY
:一D
O

E・
E・
5
2・
84ヶ
ヨ
守ω一大
(叶NH)

高

峰

、崎

市

可

ゐi

dw

d、

引

込了

キ

唱

4

q

o
d司
守
g'
r、，
E
ιD4
ヨ0
2
0

E・
コ']、a
OB
o

g
z切N
O
SE
5
5・
8・
3・
z

ョ

‘

、

胸、

可

刷

、

ιs

y

U

L4

AV

、，

A

d喝

品寸

dw

唱

もy

e

て

凶，

rc'L白，
g・『ヤ
吉田品、
rω廿
(H
H∞ム)

、

有

bv

q

4

un

せ

O
〉'ロo
o
E'
Z
耳問
中コ
1・0
5a回一己
口一
0・問 、Emy--国，ュ，
B
守明 、・ (N
2)

叫、

、

斗

はa

AW

、
J

UR

Y

-

出

止7

V

れ

斗

叫

WY

L4

6

4

MF

な
ど

帥

イ
型

OωN・
Z-
巧0
3-
gam
-4
5白1m
て
(ωN)

UF

止?

u

hH

比Y

，午

、4

4

Q

飛

田 (
H)
 

良

116 

文

O
〉・口同『押印
刷白，U可D・O・ロ白
rD-
g
司D
ぞみ・
5
0
ヨ・
50
2目明白・一・
5ωAry

可

也T

企w

bv

m

q

止す

U

7

M司

令

AU

T

斗

占

、

比γ

4B

A

A

刷、

(]FN印同)
リ
型
は
ゴ
ザ
ル
・
ナ
サ
ル
が
単
独
で
も
補
助
動
認
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い

る
が、
ク
ダ
サ
ル
は
単
独
の
用
法
が、
オ
y
シ
ャ
ル
は
補
助
的
用
法
が
み
え
な

い。
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
の
例
は
な
い。

イ
型
は、
ナ
サ
ル
の
場
合
し
か
な
い
が、
単
独
で
も、
補
助
動
詞
と
し
て
も

用
い
ら
れ
て
い
る。
な
お、
ゴ
ザ
ル
は、
会
話
の
部
分
に
は.コ
ザ
イ
7
ス
が
み

え
な
い
が、
対
話
の
部
分
に
一
例
あ
る。
こ
れ
は
補
助
的
用
法
で
あ
る。

o
t5
sr、凹
玄
者同
g
E
ヨ
白

E20
コ回出
コ
巳

E
3・
問
。
3
5
r
g
E
2

AW

企曹

、

守

、
，

品苛

苛

‘4

4

4q

叶

始、

守

会

当q

dw

H略

図

守

マ

U
4v
un
み

れ

凹
}d、
お

耳目
F
r
白
ロ
岡田
LO
悶
ON
巳
ヨ
虫、
r
出
司
(
日ue
H
斗
晶
司
回目)

uy

也、

、
，

A

43

時

、

比

B句
、-

4

UF

法

C
本
の
リ
型
と
イ
型
の
使
用
数
を
み
る
と、

川

リ
型

三
音
節
語

ゴ
ザ
ル
抗、
ナ
サ
ル
山口

四品目
節
語

ク
ダ
サ
ル
2、
オ
ッ
シ
ャ
ル
m

同

イ
型

三
音
節
語

ナ
サ
ル
2、
。コ
ザ
ル
1
(
対
話)

と
な
り、
音
節
数
の
少
な
い
語
に
だ
け
イ
型
が
あ
る。
そ
し
て、
音
節
数
の
多

い
オ
ッ
シ
ャ
ル
に
は
補
助
動
詞
の
用
法
が
な
い。

?
本(
判MHOロL
R明白
2.田
玄
宮
古『〕『
ω可凹円。
ョ)
に
つ
い
て
み
る
と、
次
の
よ
う



で
あ
る 。

仰

リ
型

O
ZM君主OC
DO
Erc
ヨ
ミω
口M
OT
E包
E
roHO
間担
問OS15
2
r釦叫

引

♂、

マ

4

、

也I

、

4

3

れ

M.0

令

守

キ

、r

u

γ

司

は

も

d

4

UF

U苫

(由lulHH)

Oωro凹r
二自ヨ
:〈O
ω四四件。
向。NS15
2
(MIH--N)

un

u

v

桂

内

w

d、

常

〒
AV

H

A、

4

4

UF

ot
rsr
EZ5
570
己
6
28コヨ
g
g
E司
(HIN-
5)

で

守

主
交
刷、
凶

hn

キ
AV

也γ

キ

d-

4

1w

y

ua

O
YN
J
257広田E
g
g-
S
E
EMEE
EC-
号ロ曲目白コB
E
EU(HIN-H∞)

ム司

q

q

o
曹

、

刷、

マ

ザ

市

制

仰

4

r

"

斗
A

t

ιγ

ヰ

唱

4

U対

比ヨ

ot印刷
若山s
rE
Eu
nrE
E
者O
DE-E巳
rzι白E=ヨ
E
r釦吋(
アω1
5)

A

J苅

司、

‘

、

制
、

、

凶市

、

uw

品i

内

4

庁

、

胃

4

-

4

抑

止S

同

イ
型

O(
前
略)
己C
DO
E
E
LDt
g
問。N35
2
2
31Nl
E)

判

守

、

、

ぃ
、

可
。

、
，

K

4

A

A

ムw

y

O
〉ω75
叶orM可。
〕吉

三TH5
悶DNEE
E
EU
(H1A1
5)

吋

刷、

d
w

守
。
令
L4

A
V

P

A

令

守
Av

k

d、

、当

4

M

ua

00よ目白血ロ
ヨ
包ω
宅白Z
57
ミo
o
EBE
ES-ヨ曲目
2
21UI
E)

叫苅

品、

4

・

Y

4

.、

司

、

、

uy

川司

斗i

m

4

FH

も・

牛

込

4

iw
u、

OHZN
者三ω
ZE
ロo
ota宅O
og-53
r
E
23B
g
r印可
(Hlω1
5)

一《

也

司

、

、

uy

、

斗
也、

川苅

匂品。

m

4

sn

、

司

キ

一4

4

UF

4a

O月内戸河内M
E
E
MN恒
三
町内白ロ曲四
22
3w『白mmFE
E
270
r白V
(N1ωlHN)

q

JM

π

予

知

柄

引

法

、

油、

AW

P

A

ゆ
唱

で
L4A

4

・W

AW

議

リ
型
は
コ
ザ
ル
・

サ
サ
ル
・
ク
ダ

サ
ル
に
み
え 、
ク
ダ

サ
ル
は
補
助
動
詞
の

用
法
だ
け
で
あ
る 。
イ
型
は
ず
ザ
ル
・

ナ
サ
ル
・
ク
ダ

サ
ル
・

イ
ラ
ッ
シ
ャ

ル

に
み
え 、
ナ

サ
ル
・
ク
ダ

サ
ル
は
補
助
動
詞
と
し
て 、
イ
ラ
ッ

シ
ャ

ル
は
単
独

で
用
い
ら
れ
て
い
る 。

P
本
に
お
け
る
リ

型
と
イ
型
を
比
較
す
る
と

川

リ
型

三
音
節
語

四
音
節
語

伺

イ
型

三
音
節
語

四
音
節
語

S . R ・ プラウンの日本語研究におげる動詞の問題(1I)
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辺 、
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ダ
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五
音
節
語

イ
ラ
ッ
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ャ

ル
1

と
な
り 、
イ
型
の
方
が
広
く

用
い
ら
れ 、

音
節
数
の
多
い
語
に
も
み
ら
れ
る 。

そ
こ
で 、
C
本
と
P
本
と
比
較
す
る
と 、
リ

型
か
ら
イ
型
へ
の
傾
向
が
み
ら

れ 、
イ
型
は立目
節
数
の
少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と 、
リ

型
と
交
替
し
て
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
傾
向
は 、
C
本
と
P
本
の
中
間
に
位
し 、「
江
戸
の
方
言
を
以
て
記
し」
た

と
い
う

明
治
元
年
の
英
市開
会
話
訳
語
に
も
み
ら
れ
る 。
た
と
え
ば 、
ナ

サ
ル
は
イ

型
が
一
三
例
で
リ

型
が
一
例
で
あ
る
の
に 、
ォ
y

y
ャ

ル
は
り

裂
だ
け
で
あ
る 。

的

リ
型
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7
セ
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(
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十
三)

な
ど。そ

れ
か
ら 、

敬
語
動
向
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
補
助
動
詞
と
し
て
の

場
合
と
は 、
リ

型
と
イ
型
の
交
替
に
直
接
の
関
係
が
あ
る
か
ど
う

か
明
白
で
な

'u
 な

お 、
C
本
で
は
ナ

サ
ル 、
ク
タ

サ
ル
に 、

下
二
段
活
用
の
ナ

サ
レ
7
ス 、

ク
ダ

サ
レ
7
ス
の
型
が
み
え
る
が 、
こ
れ
は
C
本
だ
け
で
P
本
に
な
い 。
こ
の

(注げ}

レ
型
の
存
在
は 、

湯
沢
幸
吉
郎
氏
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り 、
P
本
に
み

え
な
い
こ
と
は 、
江
戸
語
か
ら
東
京
語
へ
の
移
り
ゆ
き
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。

レ
型
は 、

次
の
よ
う

に
用
い
ら
れ
て
い
る 。
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動
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く
場
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連
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に
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タ
が
付
い
て
問
題
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な
る
の
は、
ナ
サ
ル
・
ク
タ
サ
ル
の
場

合
と
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
の
場
合
で
あ
る。
他
の
語
は
例
が
な
い。
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・
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と
え
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ナ
サ
ァ
タ
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ス
ッ
タ
の
よ
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の
と
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が
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わ
れ
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は
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サ
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と
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を
比
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す
る
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節
語
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か
ら、
ナ
ス
ッ
ク
の
一
却一
だ
け
に
な
り、
四
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節
語
の
ク
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サ
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の
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い
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か
え
れ
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音
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少
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い
語
の
方
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か
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に
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い
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よ
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で
あ
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な
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え
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や

〉

予
測

也、

刷、

‘

(日ーlωlHω)

こ
の
二
例
は、
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ツ
テ
(
タ)
と
な
る
と
こ
ろ
を、
イ
ラ
シ
タ
と

な
っ
て
促
背
の
消
え
た
例
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
の
用
法
に
つ

い
て
湯
沢
幸
吉
郎
氏
は、

今
日
の
東
京
の
一
部
に
行
は
れ
る
「
い
ら
っ
し
ゃ
る」
の
次
の
よ
う
な
用

ひ
方
(即ち
「て、
た」
が
附い
て
も
促
音と
な
ら
ぬ
もの)
は
江
戸の
物

(出花見)

に
は
見
当
ら
な
い。
(
江
戸
言
葉
と
東
京
語)
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と
言
わ
れ 、
P
本
の
こ
の
例
は 、

用「
い
例
と
閉山
わ
れ
る 。

例

命
令
形

命
令
形
が
問
題
と
な
る
の
は 、
ナ

サ
ル 、

ク
ダ

サ
ル 、
イ
ラ
y

シ
ャ

ル
で
あ

る 。
他
の
耳目
は
例
が
み
え
な
い 。

C
本
に
は 、
た
と
え
ば
ナ

サ
ル
の
命
令
形
に 、
ナ

サ
レ 、
ナ

サ
イ 、
ナ

サ
エ

の
よ
う

に 、

語
尾
に
レ 、
ィ 、
エ
の
三
型
が
あ
ら
わ
れ
る 。

川

レ
型

O
穴D4
5
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え-
Z
E
開D
8ム
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司
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可0・rc
己mar--
E
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守仏OU
SE
BE
g-ロ
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Bo
o
s-
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司
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守
喝

也
、
屯
令
子
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喝
也T
Y
λ
マ
唱
Mm
斗
ヰ
ムR

E同E
S--e
(斗uo
り0)

込γ
号
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O
-ハD・
3
3
3・
glr 、lm
Z
E
E・
E-
z'F
(H
ミ
ロO)

u
v、
刈

叫
台
、
MY
"
、
有
毒B
主

OJとωa
gar 、・
E
ロo
ro'DO
E・
5
ロO
ロ'ro・
g・-
20
rC・
E-
EE戸

川、

台

、

刷、

、

u

、

せ

』明

、

守

、

-，

e

w

、

有

4

A

(
コ0
00)

付
エ
型

O円'ZN
3・
Z
ヨ0
3F
g
o，
EC』O
HO-
E
E
E
ロ
守目白・0
2
2υ0)

A

A苅

U

由市

出

也

、《

γ

品寸

Hm

巴U

7

み

U

包智

也γ

4

H

o
d弓白'
g-r 、，
E
ι0・
50
8
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E
ロ
JE'
E
Eo
s・0・
(由∞
00)

q

a曹

、

や

可

hm

守

司

J、

代

u

hH

h帝

止す

キ

un

す
な
わ
ち 、
C
本
に
は
ナ

サ
ル
と
ク
ダ

サ
ル
が
あ
り 、
ナ

サ
ル
は
レ
裂
と
イ

型
と
で
単
独
に
も
補
助
動
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る 。
レ
型
と
イ
型
の
違

い
は 、

例
文
の
通
し
番
号
に
付
さ
れ
た
りD
印
の
有
無
で
あ
る 。
り0・
の
意
味

に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が 、
イ
型
に
は
りo
印
が
多
く 、
目
下
に
使
用
さ

S . R ・ プラウンの日本語研究における動詞の問題 ( II )

れ
る
場
合
が
多
い 。
ェ
型
は 、
ナ

サ
ル
の
例
だ
け
で 、
ク
ダ

サ
ル
の
例
は
な
い

。

エ
塑
の
例
ナ
サ
エ
は
り0・
(
目
下
に
使
用)
に
限
定
さ
れ
る
ほ
か 、
補
助
的
用

法
の
う
ち
で
も 、
イ
型
に
み
え
る
オ

ナ
サ
ル
の
接
頭
辞
オ
の
あ
る
例
が
な
く 、

イ
型
よ
り
さ
ら
に
乱
暴
な
言
葉
づ
か
い
で
あ
る 。
整
理
す
る
と 、

ナ ナ ナ
サササ

ノレ ノレ ノレ
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的

レ
型

帥

イ
型

付
エ
型

と
な
る 。

P
本
に
は
レ
型
と
イ
型
が
あ
る 。
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い
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AV
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uy
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AV
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AV
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キ

守
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JW
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、
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寺
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な
ど。整

理
す
る
と 。

川

レ
型

イ
ラ
ッ
シ
ャ

ル
1

何

イ
型

ナ
サ
ル
日 、
ク
タ

サ
ル
必

と
な
り 、

音
節
数
の
多
い
イ
ラ
ッ

シ
ャ

ル
に
レ
型
が
残
っ
て
い
る 。

そ
こ
で 、
C
本
と
P
本
を
比
較
す
る
と 、
レ
型
か
ら
イ
型へ
の
傾
向
が
み
ら

ク
ダ

サ
ル
幻

ク
ダ

サ
ル
2
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れ 、
立円
節
数
の
少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と
交
替
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る 。な

お 、

明
治
元
年
の
英
蘭
会
話
訳
語
に
は 、

ナ
サ

レ 、

デ
ゴ
ザ
リ
7
ス
と
書
く
べ
き
を
直
に
舌
に
従
っ
て

ナ
サ

イ

テ
ゴ
ザ
イ
7
ス
と
記
せ
り

(
附
言)

と
あ
る 。
し
か
し 、
C
本
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は 、
ナ

サ
レ 、
ゴ
ザ
リ
7
ス
は

り0・
印
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
目
上
の
人
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る 。
そ
こ
で 、
レ
裂
か
ら
イ
型
へ
の
交
替
も 、

江
戸
語
か
ら
東
京
語

へ
の
移
り
ゆ
き
の
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
る 。

四

文
久
三
年
の
の
三-DAC
E-
r司
20
8
(
C
本)
と
p
g
宏司四
日
号
玄
白丹市
ミ

ω可
2
2ロ
(
P
本)
と
に
お
け
る
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る 。付

ワ
ア
行
五
段
活
用
動
詞
は

同

連
用
形
に
助
制
テ
・

助
動
詞
ク
が
付
く
と 、
C
本
に
は
ウ
音
便
と
促
音

便
が
あ
ら
わ
れ
る
が 、
P
本
に
ウ
音
便
は
な
い 。
こ
の
江
戸
諸
に
あ
ら
わ
れ
た

ウ
背
便
の
消
滅
は 、

江
戸
詰
か
ら
東
京
語
へ
の
推
移
の
一
一
聞
を
示
す
も
の
と
恩

わ
れ
る 。

川山

終
止・
述
体
形
語
尾
は、
C
本・
p
本
と
も
に
長
母
音
オ
!
と
述
母
音

ア
ウ
・

オ
ウ
と
が
あ
り 、

長
母
音
か
ら
述
母
音
へ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る 。
そ
し

て 、

音
節
数
の
少
な
い
抗聞
か
ら
多
い
語
へ
の
順
で
交
替
す
る 。
こ
れ
も 、

江
戸

語
か
ら
東
京
語
へ
移
り
ゆ
く

過
程
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る 。

口

敬
語
動
詞
ゴ
ザ
ル
・

ナ
サ
ル
・
ク
タ

サ
ル
・

オ
Y

シ
ャ

ル
・

イ
ラ
ッ

シ

ヤ
ル
は 、

川何

連
用
形
に
助
動
詞
7
ス
が
付
く
と 、

語
尾
が
り
と
イ
に
な
る 。
そ
し
て

リ
か
ら
イ
へ
の
交
潜
が
み
ら
れ 、

古
形
か
ら
新
形
へ
と 、
江
戸
詰
か
ら
東
京
語

へ
の
推
移
が
み
ら
れ
る 。
な
お 、
ナ

サ
ル
・
ク
ダ

サ
ル
に
は 、

語
尾
が
レ
と
な

る
例
が
み
え
る
が 、
こ
の
下
二
段
活
用
の
消
失
も
東
京
語
へ
の
移
り
ゆ
き
を
示

し
て
い
る 。

削

迎
用
形
に
助
制
テ
・

助
動
詞
タ
が
付
く
と 、
ナ

サ
ル
・
ク
ダ

サ
ル
は
促

tH
の
前
の
母
音
の
無
声
化
が
み
ら
れ
る 。
イ
ラ
ッ
ソ
ヤ

ル
に
は
イ
ラ
シ
テ(
タ)

の
例
が
み
え 、

東
京
語
の
特
色
を
示
す
早
い
時
期
の
例
と
思
わ
れ
る 。

ω

命
令
形
は
語
尾
に
レ
と
イ
が
み
え 、

レ
か
ら
イ
へ
の
交
替
が
み
ら
れ

る 。
こ
れ
も
東
京
語
へ
と
杉
り
ゆ
く

過
程
を
示
し
て
レ
る 。

そ
し
て
例
ω
仰
と
も
に 、

音
節
数
の
少
な
い
語
か
ら
多
い
語
へ
と
交
替
す

る 。
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以
上 、
C
本
と
P
木
の
動
詞
の
考
察
か
ら 、

江
戸
語
か
ら
東
京
語
へ
と 、

言

葉
が
江
戸
語
の
殻
を
捨
て
て
現
代
東
京
語
の
姿
を
示
し
て
ゆ
く

過
程
の
一
端
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う 。
今
後 、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
よ
う

な
問
題
を 、
さ

ら
に
他
の
多
く
の
資
料
と
比
較
対
照
し
て 、
東
京
訴
の
成4Y
過
程
を
明
ら
か
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る 。
(一
九
六
一
・

九
・

二
O
記)

(
付
記)

こ
の
小
論
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は 、
佐
藤
喜
代
一宿 、

平
山
円相
男 、

松

村
明 、
森
岡
健
二
の
四
先
生
に
御
教
示
を
い
た
だ
き 、
ま
た
御
蔵
書
を
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た 。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す 。

(注げ)
「江
戸言
葉の
研
究」

(注凶)
国
語
教
育
学会
編
「現
代
訟
法の
諸
相」
所
収。
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